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市議会第3回定例会で行なった 一般質問 コロナに負けるな！ 

コロナ病毒＜マスコミ報道被害   コロナ禍でなくマスコミ禍 

画像出典：「ワークショップ報告」市HPより 

 現在、新型コロナによる死亡者数は1,645名（令
和2年10月14日現在）です。お亡くなりになった方
にはご冥福をお祈り申し上げます。しかし、この
現状は日常活動や経済活動を制限してまで恐れる
病気なのでしょうか。 
 欧米では既に経済はほぼ回復していると指摘す
る知識人もいます。日本では、欧米と比較してコ
ロナウイルスの爆発を避けることができたにも関
わらず、経済の回復は遅れているのです。その原
因はマスコミ、特にワイドショーなどで必要以上
に恐怖心を煽る報道により、人々が意識過剰とな
り、それが世相となって行政にも伝染していると
しか思えません。 
 感染すれば残念ながら世間からの差別、誹謗中
傷により社会的制裁を避けることができません。
恐怖心から自殺、鬱病の発症、憂鬱な生活を余儀
なくされている人も少なくありません。 
 コロナウイルスそのものの病毒よりもマスコミ
報道による社会的害毒の方が大きくなっていま
す。 

 

【死因の順位】 
 日本人の死者の総数は138万1千人（令和元年厚
生労働省人口動態統計）です。最大の死因は癌で
37万6千人、不慮の事故死は3万9千人です。新型コ
ロナはグラフで表せません。 

【不慮の事故等との比較】 
 自殺や新型コロナは不慮の事故とは言えません
が、比較すると下のグラフとなります。新型コロ
ナの死者数は不慮の事故死の4.2％です。 

 新型コロナが怖くて行動制限をするなら、その
前に入浴を控えなくてはなりません。食事もして
はならないし、車に乗ってもいけないことになり
ます。家でじっとしていても火災で亡くなる可能
性も同じくらいあるのです。 
 死亡者数だけで比べるものではないかもしれま
せんが、新型コロナの死者数はそのレベルである
ことは事実であります。 
 では何故私たちは新型コロナをそれほど恐れる
のでしょうか。それは、ワイドショーで煽られ理
屈ではない恐怖心を植え付けられているととも
に、前述した社会的制裁を受けることになるから
です。感染したためにその地域に住み続けれられ
ず、引越しを余儀なくされた事例もあるようで
す。 
 手・指の消毒、マスクを着用をした上で、正しく理解
し、恐れず、偏見を持たずに冷静に生活すべきです。 



PCR検査を小金井市民全員に実施すると 

皆様の声をお寄せください 
 皆様の専門的な知識や豊富な経
験、アイデアをお聴かせください 
電話/FAX  :042-382-0911 
携  帯  :090-4942-1352 
E-mail        :saitouyasuo＠nifty.com 

 上の表は小金井市民の人口を分かりやすく、

120,200人、実際の感染者が200人いると仮定した

場合、全員にPCR検査を実施するとどのような結果

になるかを示した表です。 
 

【感染していない人1,200人を陽性判定】 
 全市民をPCR検査すると、感染者200人のうち140人

を陽性判定しますが、60人を見落としてしまいま

す。また、感染していない人1,200人を陽性と判定し

てしまいます。この場合、陽性的中率は10％しかな

いのです。 

 新型コロナウイルスは指定感染症ですから、この

1,340人全員を入院等で隔離し治療しなければなりま

せん。おそらく医療現場は混乱して、本当の感染者

が適切な治療を受けることができない事例が多発す

ることとなるでしょう。また、本当は感染している

人が陰性判定を受けて、60人の感染者が多少熱が出

ても外出する可能性があります。これほどPCR検査は

精度が低いものなのです。 

 感度とは、正しく陽性と判定する確率です。70％

としていますが、学者によるともっと低いと言う人

もいます。 

 特異度とは、正しく陰性と判定する確率です。 

 PCR検査は症状が表れた人に実施して確定判定をし

たうえで、正しい治療法を実施することに意味がありま

す。 

日本のPCR検査受診方法は海外で評価されています。 

 しかし、ワイドショーなどで国民全員にPCR検査を受け

させるべきと主張していたテレビ局社員がいました。「検

査しても翌日に感染する可能性がある」との声に反論し

て「毎週検査すればいい」と言ったそうです。 

 全く現実離れした発言です。1億2500万人を仮に1日10

万人検査しても1,250日かかります。7日で検査するには 

1日1800万人を検査しなければなりません。仮に

できたとして、その結果、120万人の偽陽性判定

をしてしまう可能性があります。 

 医者が必要と判断した人が速やかに検査を受

けられるだけの充実は必要ですが、それ以上は

必要ないのです。しかし、現在でもPCR検査を増

やすべきと主張している政党がありますが、私に

は全く意味のない主張と思っています。 
 

【GDP28％減少で 

自殺者が6500人増える】 

 4-6月の経済指数で、GDPが年率換算で

27.8％減少するとの公表がありました。

年率換算は意味がないという説がありま

すが、本当に約28％減少すると失業率が

約2.8％上昇（齋藤の計算）します。 

 1％失業率が上昇すると約2.300人の自

殺者が増えるという統計がありますの

で、このままでは、6440人の自殺者が増

えるという計算になります。一刻も早く

経済回復しなければなりません。私たちに

できることは、コロナを正しく理解し、冷静な

判断をすることです。 

感染者 非感染者 

陽性判定 
140人 1,200人（偽陽性） 陽性的中率 

（200人×70％） （120,000×1％） 140/140+1,200=10.45% 

陰性判定 
60人（偽陰性） 118,800人 陰性的中率 

（200人×30％） （120,000×99％） 118,800/60+118,800=99.95% 

※感度70％     ※特異度99％  と仮定 

※人口120,200人 感染者が200人と仮定 


